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STEP3
欠損修復の治療オプションとして優先順位の高いブリッジとインプラント。
どのように用いれば、患者に安心と安全を生涯にわたって提供できるの
か？　シリーズ第３巻では、全巻共通のコンセプトに基づき、診査・診断時の
着眼点、治療ゴールの設定のしかたなど、これからの欠損修復のありかた
を追求する。
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□プロフェッショナルデンティストリーSTEP 1 Data Gathering （モリタ商品コード 805560）

□プロフェッショナルデンティストリーSTEP 2 Basic Treatment （モリタ商品コード 805570）

□プロフェッショナルデンティストリーSTEP 3 Bridge & Implant （モリタ商品コード 805583）

患者の状態を確実に把握するために必要なエッセンス
STEP1 Data Gathering

１歯の治療が確実にできるようになるための基本手技
STEP2 Basic Treatment

審美と機能を両立させた
全顎的治療

Full Mouth 
Reconstruction

歯科医療が目指すべき
これからの方向性

Optimal Treatment 
for PatientsSTEP4 STEP5

2014年
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刊行予定

2014年
5月

刊行予定

「患者はいまどんな状態にあるのか？」その正確な把握ができなければ、適切な治療はもとより、生涯にわたる安
心を提供することは不可能である。シリーズ全巻に通ずるコンセプトと、診査にあたって必要不可欠なエッセン
スを凝縮したSTEP1は、Professional Dentistry実践の第一歩を踏み出す上で欠かせない１冊であろう。

歯科治療は技術を要求される医療であるかぎり、基本手技の充実が上達の第一歩として欠かせない。
シリーズ第２巻では、基本コンセプトである『治療ゴールを見定めた上での治療』に則った１歯単位の基
本手技̶歯周治療、修復治療、根管内処置、支台歯形成、抜歯̶を集約的に解説。
たとえ１歯の治療であっても、その治療の是非によって患者の予後は大きく変化してしまう。すべての治
療は、１歯の治療から始まるのである。
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